
令和５年度第１回米子市男女共同参画推進審議会議事録

開催日時 令和５年７月２０日（木） 午後３時から４時３０分

開催場所 米子市立図書館 ２階 第１・２研修室

出席委員 １３人

石井委員、植田委員、枝木委員、片岡委員、河本委員、久保田委員、坂

田委員、谷本委員、内藤委員、中嶋委員、永見委員、藤井委員、美田委

員

欠席委員 １人

大羽委員

事 務 局・

職員

八幡総合政策部長、萩原人権政策監、伊藤課長、毛利課長、坂隠課長、

長谷川(和)課長、松竹課長、斎木課長、田中課長、岡田課長補佐、松永

課長補佐、長谷川(百)課長、舟木課長補佐、文城主任

１ 開会

２ 部長あいさつ

３ 議事

（１）会長・副会長の選任について

（２）令和４年度米子市男女共同参画推進計画施策の実施状況について

（３）その他

４ 閉会

（午後３時）

（総合政策部長あいさつ）

（委員自己紹介）

＜議事＞それでは議事に入らせていただきます。

本来ですと議事の進行につきましては、条例の規定により会長が行う

こととされておりますが、会長及び副会長がまだ選出されておりません

ので、選出されるまでの間、事務局で進行させていただきます。

＜議事１＞はじめに議事１、「会長・副会長の選出について」でございま

す。条例により互選により選任すると規定されております。委員の皆

様、選出について何かご提案がありますでしょうか。

特に提案がないようですので、事務局の方から提案をさせていただきま

す。

会長に片岡佳美委員。副会長に大羽沢子委員を提案いたします。いかが

でしょうか？（異議なしの声）会長は片岡佳美様、副会長は大羽沢子様
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片岡会長

文城主任

文城主任

に決定いたします。なお、大羽委員は本日ご欠席ですが、内諾をいただ

いております。

＜会長あいさつ＞

＜配布資料確認＞

議事の方に入っていきたいと思います。

「令和 4年度米子市男女共同参画推進計画政策の実施状況について」で

す。本年度から新しい第 4次計画が始まりますが、昨年度までは前の計

画の総括という意味合いも含まれてると思います。

そして、新しい第 4次に向けてどういうことが課題だということの視点

からも見てご審議いただきたいと思います。

＜令和４年度米子市男女共同参画推進計画施策の実施状況について説明＞

ありがとうございます。事前質問の受付について私が質問したところも

あるんですけれど担当課から回答いただきました。

それに対する質問を先にさせていただいてよろしいでしょうか。その後

皆さんから、事前質問以外にも何かお気づきの点がありましたら、お聞

きしたいと思います。

いくつかありますが、ファミリーサポートセンター事業の話ですけれど

も、ここにも書いてあるように昨年度と同じような問題、課題が今回も

浮かび上がってきたわけですね。

つまりサポートの提供会員がなかなか増えないという問題なんですね。

それに対して同じことを昨年度も問題でした今年度も問題でした次もま

た問題でしたっていうのを繰り返しても発展進歩がないので第 4次でも

ファミリーサポートセンターしっかりやっていきますということをうた

っていますから、実際には今後どのような対応策を考えてるのかという

ところをお聞きしたかったわけです。その点についてこの制度を活かす

ためにこうしていこうというような、今議論があるのかないのか、ある

いはこれからどういう方向性でそれをやっていこうとされているのかに

ついて、もう少しお考えを示していただければ、市民の皆さんに新しい

計画に従ってこれもやっていくことについても、情報発信していく上で

重要かと思いますので、もう少し掘り下げて、詳しく説明していただけ

ますでしょうか？

先ほどのファミリーサポートセンター事業の一般提供会員の増加の報告

検討で、現段階ではやはり周知の強化を今検討をするというところです

が、具体的な方法等についてはこれからです。それからこのファミリー

サポートセンター事業自体の知名度といいますか、ご存知の市民の方を
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まず増やしていくことも必要なのかなと考えておりますので、そういっ

た周知を強化してまいりたいと考えております。

ぜひ発展進歩前進という方向で、進めていただければと思います。

それから同じようなことですけど男性職員の育児休業取得率ですけど、

これも実際に細かい分析がされていないことはわかったんですが、それ

でも何かいろいろな声が聞こえてきているっていうことをここに述べら

れてるわけです。それを踏まえて、どうこれから戦略立てて、この取得

率を増やしていくのかもまたこれからの第 4次の計画でもうたっていま

すので、そこをどう考えておられるかをもう少し教えてください。

育児休業の取得に関してそこに説明させていただいたとおり職員課とし

ては個別に配偶者の方が出産をされた方の相談とか、申請なりがあった

場合に制度説明をなるべく丁寧にするようにしております。

結果的に取る取らないは本人さんの選択というところがありましたので

そこから先の積極的な促しというかぜひ取り組みましょうみたいなとこ

ろまではいってないところがあるかもしれません。ですので、考え方と

して取得促進というところは今までどおり引き続きやっていこうと思い

ます。今の制度拡充、昨年度も国家公務員自体の育児休業の取得の制度

そのものの改正もありまして、より積極的に取得しようというところも

あります。具体的にこういった形っていうのをまだ見出しておりません

が普段から職員に対する、若い子育て出産などをされるような世代に情

報が届くように、まず日頃からの情報の周知啓発をすること、そしてそ

の対象者に対してする説明も当然ですが、もう一つ所属への理解、上司

への調整の伝達もあると思いますので、今までなるべくお知らせしてる

っていう形もありますので、今後取得率を上げていくために、職場環境

も、もう少し具体的に上司と職場の方に取りやすいような環境作り、こ

ちらは現状で厳しいところもありますが、そういった取組を進める必要

があると思っております。そういうことを今後、引き続き取り組みた

い。

なかなか大変だってことはよくわかるんですが、米子市だけじゃなくい

ろんなところでも、市役所だけじゃなくて企業でも同じ問題を抱えてる

んですが、男性も女性も、誰か例えば妻がいるからとかそういう世話し

てくれる人がいるから自分が取らなくていいっていうのではなくて、自

分が自分の手で自分の力で世話をするっていうことに意味があるので、

誰かが代わりやってくれる人がいるからではなくてそういうことの重要

性みたいなものが伝わるように、よろしくお願いします。
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事務局

それからもう一つだけすいません。農産物の加工直売活動のところで、

ご回答いただきましてコロナで結局そういう活動自体がなかなかなくな

っていき、できなくなっていたので参加を見送ったっていうのはわかる

んですが、だんだん回復してきてるんだけれども、もうこれに予算をつ

けないっていうことになってしまったらちょっと残念な感じもするけれ

ど。何か農業で活躍されている女性たちもそういう支援の方向性ってい

うのは今後何か考えられておられるのか。これに代わるものがあるのか

どうか、また教えていただきたいと思います。

農林課が今日来ておりませんので、考え方とか後に聞いて確認します。

自分が質問したものが気になりましたので聞きました。他にもご意見ご

質問されてる方がおられます。この回答に対していかがですか。何かさ

らにご質問とかありましたら、よろしいでしょうか？先ほども申し上げ

ましたけれども、毎年毎年こうやって振り返りの機会があって、その度

に一つずつ前進を確認していきたいと思います。やっぱり同じ結果でし

た同じ結果でした次も課題で次も課題では、なかなか進歩もないと思い

ますので、どうしたらより男女共同参画が推進できるのか、どうしたら

そういう社会ができるのか、その前進に向けての実施報告になればいい

なと思っています。これは市民の方々も見られるものですから、どう発

信していくかっていうところもぜひ考えていきたいと思いました。

他にこの事前質問以外のところで、この実施状況全体そしてもしお気づ

きのことありましたら、ご発言いただけますでしょうか？

資料 2の数値目標一覧の数値でパーセンテージの載っている表ですけど

気になるところが 2点ありまして、真ん中あたりの DV に対しての誰にも

相談しなかった人の割合というのが、男性は 45.3%から 36.7%に若干減っ

ているんですけど目標には届いていない。それから、女性が 31.6%が

48.4%増えている。これで連想するのは、自殺された ryuchell さんとか

DV ではないんですけども、何か相談するところがなかっただろうかとす

ごく気になるところです。

それからもう一つは、自治会に参加している人の割合が 34.3%と 22.8%と

いうことで、目標値の 60%に対して非常に低いということで、私はこの

34.3%が 22.8%の中身がすごい気になってまして、年代的に働き盛りの人

は自治会の活動は平日にあったりするとなかなか出にくいんじゃないか

と思うんです。高齢者の方の割合っていうのは結構上がってるんじゃな

いかと思うんですけど。それから、男性と女性の割合がどのぐらいかっ

ていうのが気になります。先ほど相談する相手がなかったというのと、

自治会とかこの中には趣味の教室にも参加してないという人も入ってい
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片岡会長
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るので、孤立されてないかっていうことがすごく気になります。地域の

中で、お話する人もなく、関わる人たちもなくってというような人たち

がこれから増えていかなければいいなと思っているところです。何か集

計のときには、そのようなことも加えて分析していただけたらなと思っ

ております。

今のご質問というよりご意見という感じでよろしいですか。

はい。

DV に対して誰にも相談しなかったという人の割合が女性で増大している

というところが少しだいぶ気になるところですよね。その一方で例え夫

婦であっても手を挙げることは許されないと思う割合は、男女とも増加

しておりまして夫婦であったとしても暴力は許されないという意識が高

まっているということです。そこを実際あったときに、相談できないの

は、その後悩みも大きくなっていくわけですから、どういうふうに、行

政としてサポートできるのかあるいは地域としてどういうふうにサポー

トできるのかっていうのは大きな課題だと思います。

他にございませんか。今数値目標の方のですねご意見いただいておりま

すこれは計画のこの 5年間の取組を一応総括するっていうところでも重

要な指標になってくると思ます。これについてご意見とかあるいはご質

問でもありましたら承りたいと思います。

自主防災組織の結成率というのは上がっておりますけど、この結成率は

おそらく、男性も女性も含めてだろうと思うんですけれど、女性がどれ

ぐらい結成されてるのかという部分が知りたいです。

この値の出し方、結成率はどうやって求められてるものなんでしょう

か。この中で男女の内訳みたいな理解でわかるかものなんでしょうか。

この自主防災の組織の結成といいますのは自治会ですね。それを単位と

した形です。防災に関する意識啓発を行っていただく団体ということで

自主防災組織という形で改めて組織をしていただいている形のものでご

ざいます。男性女性の比率というのが、そこにどう当てはまっていくに

かその組織率という形にはそぐわないんじゃないかというふうに思って

おりますし実際にその団体での人数という形になってくると、世帯で入

っていただいているような具合が実態だというふうに認識しております

ので、ちょっと男女という形には近づかないかなというのが率直な感想

でございます。

ということは確認なんですが、分母は自治会の数に対して、自主防災組

織の数っていうのがどれだけあるかみたいなのが、結成率ですか。
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片岡会長

片岡会長

元々防災安全課が持っておりましたが、地域防災については地域の皆さ

んに近いところでということで令和 4年度から（地域振興課へ）移管い

たしました。それまでの経緯ということで補足をさせていただきます。

端的に言いまして人口カバー率と思っていただければと思います。

これまで各自治会単位で自主防災組織というのを組織をしていただいて

おりました。こちらにつきましては元々平成 28 年度 57％と書いており

ますがその後結成率が上がってまいりました。ただどうしてもその自治

会の体力的なものであったり構成員の人数的なもの等々によりまして結

成が進まないところもあります。また、結成したけれど活動に十分な力

が向けていけない状況も市としても把握をしておりましたので、地区単

位の連合組織での自主防災組織の結成について、令和 3年度から支援を

しております。これまで約過半数の地域で地区防災組織地区単位での自

主防災組織が結成されたと承知しております。したがいまして、人口カ

バー率としては、地区での防災組織が立ち上がったことによりましてそ

れまで虫食いだった地区についても、全体的な防災組織が立ち上がった

というふうに算出いたしましてパーセンテージを掲載いたしましたとこ

ろこういった数字になっておるというところです。結成率がすなわち男

女共同参画に合致するかについては、明確な因果関係があるわけではあ

りませんが、ただ端的に言いまして災害時被災するのは男性も女性もほ

ぼ同数、もしくは女性の方が多いものでありますので、自主防災組織の

結成率が上がるということは、それは災害後において、女性の観点また

男性の観点両方の観点で災害対策できた避難生活を送ることができる。

そういった余地が生まれるという点ではですね、この結成値の向上とい

うことについては重要な視点ではないかというふうに考えております。

お話もよくわかるし思いもよくわかります。ただ、実際に自主防災組織

が活動していく中で一番何が大事なのかというのを考えると、女性がど

れだけ、あるいはどういう形で参加するかというのは非常に大きな役割

を果たすようにいろんな記録で見ると思います。それはぜひ活躍してほ

しいという思いがありますのでぜひそのあたりも、難しいことでしょう

がやっていただけたらなと思います。

自主防災連合組織と自主防災組織を同じものと思っていいんですか。

自主防災組織が自治会単位と思っていただいて、連合組織は地区ですね

公民館が 29ありますが 29地区の単位になります。連合組織が立ち上が

るとその地区の中で自主防災組織が結成されてない虫食い状態だったも

のが全部埋まったとみなすことができるということであります。

ありがとうございます。
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事務局

新しい第 4次の計画の数値目標ではですね、今度は自主防災連合組織の

結成率っていうのが指標に上がってましたのでお尋ねしました。今の点

はよろしいでしょうか？今ご意見いただきましたように、結成するにと

どまらず、そこで男女共同参画っていうところの広がりを期待するとい

う意見でしたありがとうございます。その他いかがでしょうか？

ファミリーサポートセンター事業が、ちょっと調べたらいい制度で自分

も子供が小さい頃知っていたら使いたいなと思ったぐらいです。こうい

った制度があるという周知を、子育て支援センター説明会で周知をして

いると書いてあるんですけど、若いお母さん方は、SNS を使って情報収

集をするということを、非常にされていると思います。なので、インス

タグラム SNS での情報の周知なんかを今されてるのか、今後こんな予定

があるんだよっていうのもあったら教えていただければと思います。

そうしましたら担当課の方にお願いしたいと思います。

意見をありがとうございます。制度の周知ということで HP の方に掲載を

させていただいてまして、そこでの周知はさせていただいてるんですけ

ど、SNS を使っての周知になりますと、ホームページに載せた際に

Twitter にも載るようなものがあるんですけど、それ以外のところって

いうところでは、具体的な制度の広報を出しておりませんので、周知方

法も制度の活用も含めて検討していきたいと思います。

はい、ありがとうございます。

はい、せっかくそういう制度があるわけですし、ぜひね、そういった新

しい広報の仕方も検討していただければなと思います。

他いかがでしょうか？

先ほどの数値目標一覧にありますテーマ「あらゆる分野における男女共

同参画の推進」の中の家庭内での役割分担について満足している人の割

合が気になったんですけど、計画策定時では男女割合と令和 4年度で女

性のパーセンテージが少し下がっているのと、男性が少し上がっている

部分ですが、両方とも目標と数値に開きがあるというところで、次のス

テップとしてどのようにそこを埋めていくか。こういった政策で、次の

段階として何か取組があれば教えていただきたい。

啓発等で家庭においての家事についての関わり方といった啓発を通し

て、感覚とか家庭内での役割の満足度を上げていけたらということで、

啓発講座などを考えていきたいと思っております。

啓発も大事ですし、それこそワークライフバランスとかいろんなところ

も関わってくると思います。あるいは、もう社会の構造的な問題もいろ

いろあるでしょうけれど、ご指摘ありましたように、この男女の格差が

永見委員
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内藤委員

片岡会長

相変わらず同じまま続いてる。5年経っても男性のよりも女性の方が役

割分担に満足している人の割合が少ないってことは満足していない人の

割合が多いということでしょうから、格差みたいなものをどう考えてい

くのか、どう解決していくのかは引き続き大きな課題ですが今言われた

ような、その啓発活動というのも一つの戦略といいますか、方向性だと

思いますのでぜひそこもこれからやっていただきたいと思います。

この資料の 2の基本テーマ 1の一番最後、審議会等委員に占める女性の

割合。この審議会いうというのは、本審議会のことでしょうか？それと

も市役所における様々な団体の審議会のことなんでしょうか、説明をお

願いいたします。

こちらの審議会委員の女性の割合の数値ですけど、米子市が設置してい

る全体の審議会。今ですと 64 組織があります。その中でそれぞれの審議

会に占める女性の割合、それを平均化した率になっております。

これも 40%っていう目標がなかなか達成しないというところですけれど

も、何か取り組みとして何か考えてることがありましたら、

ここ数年審議会の女性割合を増加するために、今まで審議会といえば出

ていただく背景団体の中心の方とか、学識経験者で固定をしていました

が、なるべく柔軟にしてもらうように各課にできるだけお願いして役職

にこだわらないとか、団体を拡大して登用していただくということを、

個別に事前協議をして個別に対応させていただいております。ただ結果

としてどうしても審議会の中には各行政機関とか団体の役職の方に出て

いただく必要のあるものもありまして、それぞれの組織で担われている

男性女性どちらかに結果的になる場合もございまして、なかなか率が上

がらない審議会もございます。ですが、こちらは男性女性の様々な意見

を議論する審議会という場になりますので、できる限り女性の方に出て

いただくように、構成とか考え方同じく柔軟にしてもらうように各所属

担当に協議して、お願いをしていくという取組を行っています。

先ほどの意見ですけど、私米子市のスポーツ推進協議会の会長をしてい

て、そのあて職で社会教育委員もしていますが、今年は女性を出してい

ただけないかという話がありました。それも会の寸前に 2名女性誰かい

ませんかって言われても、すぐはないし、なぜ女性なのか男性じゃ駄目

なのか。そこのとこはっきり教えてください。と言っても、そう言われ

たという回答しかない。これだと準備期間は入っては任期が 2年です。2

年は必要じゃないかと思います。急に言われても、なかなかそれやっぱ

り出せない。またなぜなぜ女性なのか男性じゃ駄目なのか、その割合と

伊藤課長

伊藤課長

内藤委員



事務局

片岡会長

いうのがわからないでもないけれど。その辺りをもう少し説明をしてい

ただくように、その方にはお話をしておいていただけたらと思います。

なかなか探そうと思っても大変だっていう事情はよくわかりますが、こ

れまでどちらかというと政策決定とか意思決定の場では男性中心になっ

ていて、それを男性ばかりではなく女性の意見も反映できるように、審

議会の委員とか増やしていこうというのが今の男女共同参画という視点

からは重要視されているところです。ただそれを実現しようと思っても

実際、今回も 40%という目標が難しくて達成できていない。その背景に

は、今言われたような、なかなかやってくれる人に頼む、多分頼めるよ

うな人がいないとか、引き受けてくれる人がいないとか、いろんなこと

があるんですけれど、やっぱりそれを何とか出していかなくちゃいけな

い。そのためにはどうしたらいいかというところが次の大きな課題だと

思っています。ぜひ次の第 4次のときには、この目標こそ達成できれば

な、そういう気持ちで取り組んでいきたいと思います。

ありがとうございますその他いかがでしょうか？では議題 3その他資料

3資料 4に関係することですが事務局から説明をお願いします。

「令和４年度男女共同参画推進課事業報告について」

「令和５年度男女共同参画推進課事業予定について」説明

では今資料 3資料 4についてご説明でした。これに関してご質問ご意見

がありましたら、どうぞ。

米子市男女共同参画センターの運営のところで、拠点が今あるのが旧庁

舎 1階、ふれあいの里の 2階の方に 12 月下旬に移転予定とあります。

これはとってもいいことだと私は考えておりまして、人が立ち寄りやす

い場に各センターが移転することがすごくいいと思います。お尋ねした

いのが、この拠点を移すにあたって、ふれあいの里 2階でどんな機能

や、どんな設備を置かれるのか、っていうのがありましたら教えていた

だきたい。まだ 12月のことなので早いかもしれませんが、本当にあのイ

オンの 4階にあったときには気軽に立ち寄りやすくて、子育てに関する

イベントのポスターやチラシもたくさんあるし、図書もいいものがたく

さん置いてあるし、ミーティングができるテーブル椅子があって、いろ

んな活動に使えてたのが、旧市役所になったら本当に行きにくくなって

申し訳ないんですが、旧庁舎の方に移転してから 1回も行ったことがな

いです。今度ふれあいの里に行かれるので非常に期待をするわけです。

ぜひこれを機会に、男女共同参画文化活動が活発になっていったらいい

なというふうに切に思います。

片岡会長
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これについて、事務局からご説明いただけたら

後でこのことはご報告させていただこうと思ってたところです。今年度

12 月、日付はまだ未定ですけど、12 月の中旬以降で男女共同参画センタ

ーが、現在の旧庁舎から福祉保健センターふれあいの里に移転すること

は決定しております。それに合わせて男女共同参画推進課と人権政策

課、人権情報センターもふれあいの里に移動することは決まっておりま

す。センターの機能ということになると現在と同じような貸し館業務、

会議室とセンター機能ということで、特に今ある施設を改修したり、ふ

れあいの里は手狭なもので、今いろんなところを工事して、他課が移っ

たり、ちょっと具体的に設備が極端に拡充とはならないのではと思って

おりますが、今時点のことは決定しておりますので、その辺は今質問し

ていただいたんですが、ご報告しようと思っていたところです。どうい

う機能でということになると、お示しできない。

ぜひ誰でも行けますというような、ウェルカムの雰囲気を醸し出すセン

ターにしていただきたいと思います。

賑わいが戻ることを祈って、駐車料金はただになりますかね？

無料処理をいたします。

これはどういう経緯で移転になったんですか。より利用しやすいとか？

旧庁舎自体がもう耐震性がありませんので、みんなそれぞれよそに移っ

ている段階で、かぷりあが最後まで残ってたっていうところです。

新しい場所に移って発展するということがやっぱり望ましいので、そこ

がぜひお願いしたいところですね。はい、ありがとうございます

先日、ニュースで見たんですけど、米子市内の高校生が子育て支援の方

策について授業で研究して、知事の前でそれを発表するみたいな意見

を、特に高校生は選挙もできますけど、直接自分の声を市長に届けるの

はすごく大事だと思っていて。特に高校年代もそこは大学に行ってしま

ってほとんど県外に行ってしまい愛着が育ちにくい。考えるきっかけに

なる。米子市長と高校生との対話、若い人との音声対話をしたりして、

意見交換を、やっていただきたい。男女共同参画のテーマで、とっつき

やすい問題、LGBT 問題とか若い方の方がより理解できているのではと思

うので、ぜひ今後やっていただきたいなと。

今日来られてる担当課で、そういった方向性や若い人たちのための活動

を検討とか計画されてるところがありましたら、教えていただきたい。

一例ということで報告します。まず一つが、総合学習が探究学習という

ことで地域の課題、これを発揮してそれをどういう展開していくかとい

うことを主体的に考える教育をしております。その中のテーマの一つと

事務局
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して考えられると思います。実際先日例えば東山中学校で、市長がこう

いう課題があって解決してほしいという指令を出して 20 グループぐらい

にわかれていろんな研究して発表しました。例えば商店街の活性化と

か、コミュニティスクール、地域と子供との何かイベントできないかと

か、そういった子供たちが研究して発表するということもございました

し、そういった中の 1テーマとして考えられるんじゃないかと思ってい

ます。それともう一つ、所管は違いますけど、米子西高校の地域のキャ

リア教育ふるさと教育の中でも子供たちが地域の課題解決に向けて研究

することもあります。それぞれの所管課が出向いて、いろいろアドバイ

ス導きながら研究をするということもございますので、そういった取り

組みを通じてテーマの一つとしてもありうるかなと思っております。そ

ういった関わりをこれからも持っていきたい。

ぜひそれを活発にして資料展開させていただければと思います。

参考になればですが、先ほどの議題にも繋がるかもしれない。

パーセンテージを上げるという話、私の本業ではございませんけど、面

白い事例があったので、紹介しておこうかと思いますが、何十年と内閣

府が名義後援をしてくれていたものが、本年度昨年から、調査がありま

して、理事の数がおおむね 40%女性を占めていない場合も後援しないと

いう内閣府から通知が来て、その団体は諦めました。できなくなりまし

た。来年度以降文部科学省とか他の省庁もそのようになるということに

合わせてですね。同時に今度先ほど言いました女性が 40%以上を占めな

ければならないという話が、おそらく LGBT 関連の法令の関係もあるんで

しょうけど、男女比 50 パー50 パー、だけど女性ばっかりも駄目という

ことに変わるようです。要はそういった所にあった米子市さんにおかれ

てですね、その何らかの名義後援等される場合に各所からのかざされる

場合ですねそういったものを一つの理由にすればですね、おそらくその

率というのは実はちょっと本質の解決にはならないと思うんですけど率

は改善するかなというふうに思いました。

ありがとうございます何としてもしなくちゃという動きにならないとな

かなか動きづらいところもありますのでそういったのも一つの大きなヒ

ントになるかと思います。実際そういうこともいろんな部署においても

されてるんじゃないですかね。

そういうのが、おそらくまだそういったので他の男女比率とかで何か基

準を持ってやってるようなところがちょっと私は承知してませんので、

まだ行っていないんではないかと。
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これからいろいろそういったところも参考にしていただければなと思い

ますありがとうございます。

その他いかがでしょうか？よろしいでしょうか？そうしましたら議題は

これにて全部終了といたしますご協力ありがとうございました。

（午後４時３０分）

片岡会長

閉 会


